
桑
名
市
地
域
包
括
ケ
ア
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

こ
の
た
び
、２
０
2
４（
令
和
６
）～
２
０
２
６（
令

和
８
）年
度
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
桑
名
市

地
域
包
括
ケ
ア
計
画（
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

第
10
期
老
人
福
祉
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
施
策
を

設
定
し
、計
画
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
現
在
３
６
２
７
万

人
と
過
去
最
多
で
あ
り
、高
齢
化
率（
総
人
口
に
占
め

る
割
合
）も
２
9
・
1
％
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま

す
。高
齢
者
の
人
口
割
合
は
今
後
も
長
期
に
わ
た
り

増
加
傾
向
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
、

い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
を
計
画
期
間
に
含
ん

で
お
り
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
に
な

る
２
０
４
０（
令
和
22
）年
、さ
ら
に
そ
の
先
、介
護

ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳
以
上
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
６
０（
令
和
42
）年
を
見
据
え
、地
域
の
状
況
と

介
護
需
要
の
動
向
を
考
慮
し
、サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

や
、そ
れ
を
支
え
る
人
的
基
盤
の
確
保
な
ど
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈資料〉2015（平27）～2020（令２）年は国勢調査、2025（令７）～2070（令52）年はコーホート法による推計（基
礎データ：2017（平29）年 および2022（令４）は10月１日現在の住民基本台帳人口）

計
画
の
背
景
と
目
的

保
険
料
負
担
の
増
大
の
抑
制

介
護
保
険
制
度
は
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
に

応
じ
て
保
険
料
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。介
護
予
防
、健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
通
い
の
場
の
創
出
な
ど
、そ

し
て
何
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
効
果
が

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、第
９
期
の
保
険
料
基
準
額
は
５
７
０
１

円（
月
額
）と
な
り
ま
し
た
。第
８
期
と
比
べ
50
円
増
と

微
増
に
と
ど
ま
り
、全
国
や
県
内
の
平
均
と
比
べ
る
と

低
位
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、第
９
期
計
画
の
施
策
な
ど
を
着
実
に
推
進

し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

問 介護高齢課（☎ 24-1170 FAX 24-3133）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

第
10
期
老
人
福
祉
計
画

（

）

《高齢者人口の推移》
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基本
理念 高齢者の尊厳保持・自立支援

～地域共生社会の実現をめざして～

　本計画では、介護保険制度の基本理念である「高齢者の尊厳保持・自立支援」を地域包括ケアシステムの深化・推進、

地域共生社会の実現を通して具現化し、高齢になっても尊厳が保持されるよう、自立を支援し、住み慣れた地域でいき

いきと暮らし続けられる桑名市の実現をめざします。

　「基本理念」の実現に当たり、次の3つを基本目標として設定し、達成をめざします。

●皆さんが主体的に「セルフマネジメント（養生）」に取り組めるような環境を整えます。

●心身機能改善のためのサービスや、多様な社会参加の場を提供するなど、介護予防を推進します。

●高齢者同士や世代間の交流促進を図り、自分のライフスタイルにあった生きがいを見つけられるような環
境を整えていきます。

●必要とされる介護保険サービスを十分に確保できるよう努めます。

●在宅医療・介護の連携強化、家族介護者の精神的・身体的負担を軽減することに重点を置いた支援策、ケア
マネジメントの質の向上をめざします。

●認知症など判断力が低下した人や自ら意思を発信することが困難な人も相談しやすい体制づくりに取り組
んでいきます。

●複雑化、複合化した課題に対し、多機関の連携による支援体制を強化していきます。

●成年後見制度の利用促進、虐待防止などの取り組みを推進します。

計画の詳細については、市ホームページで公開しています。

健康づくりと介護予防の推進基本目標１

中長期的な視点に立った介護保険サービスの充実基本目標2

全ての高齢者やその家族の意思が尊重されるための支援体制整備基本目標3

市HP
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